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【研修の目的】 

２０１９年に控えた「仙台教会発足６０周年」に向けて設立された、 「市民社会の

ためのリーダー養成塾」（RKK Sendai School for Civil Society Leadership）は、現代社会

における市民社会からの要請に応えるべく、立正佼成会の庭野日敬開祖が提唱した

『法華経』の真精神に基づく、“地域社会における平和活動の実践”をより力強く

展開していくことのできる「人財」（＝地域社会においてかけがえのない人材）を

養成していくための学舎であります。 

庭野日敬開祖が開き、示し、自ら歩まれた“すべては一つ”という精神と“人の

ため、世の中のため”という誓願と実践、そして“地域社会ならびに国家、世界の

平和実現”という目的のもと、地域社会において主体的、創造的、開発的実践をし

得る人財養成をめざすものであります。 

そのために、次の３点を自らの全人格において開発していくことを目指します。 

１．人間力開発 

・「人間力」とは、「人間」として本然の姿に気づき、この世に生を受けた際に託された一人

一人の「使命」を、その人生の中でまっとうしていく力をさします。その「人間力」の開発を

行います。 

２．人生経営力開発 

・さまざまな人の人生、あるいはさまざまな組織の目標や目的を達成するために、継続的・

計画的に意思決定を行い、実行し、よりよき事業を管理・遂行していく能力を開発してい

きます。 

３．人心救済力開発 

・人間が持つ苦や悩みに対して、その解決をはかると共に、「希望」「勇気」「安心」を与え

ていける能力の開発を行います。 

【開催日程】 

２０１８年度 第１期生は、４月から１０月のまでの間に下記の日程にて、１泊２

日の合宿による集中講座を受講し、また３月から１１月のまでの期間、インターネ

ットによる「ネット講座」を受講します。 

〈開塾式 ＆ 集中講座１〉 

○日 程 ： ４ 月 ２１ 日（土） 午前９時 ～ ４ 月 ２２ 日（日） 午後４時 

○場 所 ： 外部施設（「秋保温泉」を予定。午前８時４０分 現地集合・受付） 

○宿 泊 ： 同 上 

 

〈集中講座２〉 

○日 程 ： ６ 月 ９ 日（土） 午前９時 ～ ６ 月 １０ 日（日） 午後４時 

○場 所 ： 1 日目 立正佼成会本部 第二団参会館（午前１０時００分集合・受付） 

２日目 立正佼成会本部 第二団参会館 

○宿 泊 ： 本部 第二団参会館（予定） 
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〈集中講座３〉 

○日 程 ： ８ 月 １１日（土） 午前９時 ～ ８ 月 １２日（日） 午後４時 

○場 所 ： 1 日目 竹駒神社 参集殿（午前８時４０分現地集合） 

２日目 社会福祉法人「臥牛三敬会」虹の園 見学・昼食 

               里山のふるさと 協創塾（角田市） 

○宿 泊 ： 外部施設（岩沼市内を予定） 

 

〈集中講座４ ＆ 閉塾式〉 

○日 程 ： １０月 ２０日（土） 午前９時～ １０月 ２１日（日） 午後４時 

○場 所 ： 外部施設（「松島」を予定。午前８時４０分 現地集合・受付） 

○宿 泊 ： 同 上 

 

【参加費】 

・受講料：５万円（分納も可とします。学生の場合は半額） 

※上記の受講料の中に、研修中の食費、宿泊費、研修のための移動交通費、懇

親会費等を含みます。 

※立正佼成会本部や各会場までの交通費は自己負担となります。 

 （現地での集合、解散を基本とします） 

 

【募集要件】 

・参加人数：１期（１年間）１クラス １０名～２０名程度 

・教育期間：原則１年間とします。 

・対象者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇満１８歳以上の男女 

◇立正佼成会の会員であるなしに関わらない 

◇社会、国家、世界の平和に対して関心のある者。あるいは地域社会への

奉仕、貢献を志す者 

◇合宿による計４回の短期集中講義(１泊２日）、日常における講師と塾生と

のインターネット（SNS 等）を介しての個別課題とその提出、添削指導を上

記日程の１年間を通して参加が可能な者 

※ネット環境が整っていない方は、相談ください。 
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【修了および証書】 

本塾の修了にあたっては、修了課題の提出による審査、ならびに塾長等による面

談審査によって、合格者を「修了者」と認定いたします。 

修了者には、名誉塾長および塾長より「ＮＢＭ」（New-Born Master）の称号とそ

の証書を授与いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

【入塾のための選考基準】 

・書面審査ならびに面接審査合格の者 

※指定の申込用紙に必要事項を記入し、下記のレポート等を添えて事務局へ郵

便で送付すること。 

※体調に不安を抱えている方、あるいは精神的に不安定な状態の方はご遠慮く

ださい。 

 

【提出書類】  

１．指定の申込用紙（別紙） 

２．レポート 

下記のテーマの中から一つを選び、１０００文字程度にまとめる。手書

き、パソコン使用等可とします。 

《テーマ》 

 

・「応募の動機」（入塾を希望する理由） 
 

 

 

 

 

 

 

 

《「ＮＢＭ」とは》 

「ＮＢＭ」とは「今、新しく生まれた人生の達人」を意味します。

本塾の修了によって、「人生の達人＝Master」として“生きながら

にして生まれ変わったこと”の証明（あかし）であります。 
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【研修の概要】 

〈講 義〉 

特別講義 

テーマ 主な内容 

庭野日敬の「法華経

観」、「平和観」 

立正佼成会の創立者であり、ＷＣＲＰ（世界宗教者平和会

議）の創設者の一人である庭野日敬師の「法華経観」、「平

和観」を孫にあたる庭野光祥次代会長より学びます。 

「立正佼成会」がめ

ざすもの 

１９３８年３月５日に創立された「立正佼成会」。その歴史

を振り返ると共に、市民社会に果たしてきた宗教団体とし

ての役割とこれからの未来像を川端理事長より学びます。 

人間としての生き方

～松下幸之助師に学

ぶ～ 

「松下政経塾」の卒業生であり、宮城県知事の要職にある

村井嘉浩氏より、人間としての生き方を松下幸之助師から

の薫陶ならびに東日本大震災の経験を通して学びます。 

伝え継ぎたい「日本

人のこころ」 

日本三稲荷の一つである竹駒神社宮司の千葉博男師から、

日本人が育んできた自然や祖先を大切にする心情を中心

に、次代に伝え継ぎたい「日本人のこころ」を学びます。 

現代における「学問

のすすめ」 

人格の向上のためには〈向学心〉が大切なものとなりま

す。私たちはどのような姿勢で学びを深めていけばよいの

か？乳酸菌研究の第一人者である齋藤博士から学びます。 

 

基調講義 

テーマ 主な内容 

市民社会が求める宗

教とは？ 

「心の時代」といわれながらも、なおも続く物質偏重の社

会。仏教の世界観・人間観・人生観と共に、東日本大震災

による被害から真の復興に向けての宗教が持つ役割を学び

ます。 

講 義 

人間力開発プログラム 

テーマ  主な内容  

「現世利益」から本

質的な救いに導く

「方便力」 

個人の苦や悩みの解決から、“世のため、人のため”に行動

できる人間に生まれ変わるための方便力について学びま

す。 

「絶対的な信念」と

は何か!? 

古今東西、強固な「信念」を持つ人が、様々な困難に立ち

向かい、乗り越えてきました。本当の「信念」とは何かを

学びます。 
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生命科学が証明する

「宗教心」の大切さ 

医学や物理学の世界で、宗教の種々の現象が解明されつつ

あります。科学の最前線からみた宗教の有効性を学びま

す。 

日本人の「宗教心」

とは 

神道と仏教、そして修験道が融合し、“甦りの場”と呼ばれ

る出羽三山。日本人の根源に流れる宗教心を学びます。 

人生経営力開発プログラム 

テーマ  主な内容  

「人間」と「自然」

の共生に向けて 

いかなる人間も自然を離れて存在しません。人間と自

然の共生の在り方について、「地元学」等を含めて学び

ます。 

市民自らによる「よ

りよき社会づくり」

の心と実践 

仙台市のホームレス支援の体験をもとに熱意と継続の

大切さと、市民一人一人の役割とネットワークづくり

の要点を学びます。 

「キリスト教」から

学ぶ、よりよき市民

社会づくり 

キリスト教の視点から、我が国のよりよき市民社会構

築のためのライフスタイル、行動の指針等のヒントを

学びます。 

市民参加による国際

開発協力への提言 

一般市民はいかに国際協力に貢献していけるのか？そ

の必要性と方策について具体的に学びます。 

 

人心救済力開発プログラム 

テーマ  主な内容  

２１世紀における世

界宗教とは 

ＩＴ技術の進歩等により世界中が一つに“繋がる”時

代を迎えました。今後、どのような宗教が世界宗教た

りえるのか？その課題を学びます。 

「宗教協力」の未来

～現状とその展望～ 

庭野日敬師が先頭に立ち提唱された「宗教協力」。その

これからの在り方と私たち一人一人の取り組みについ

て学びます。 

生と死の尊厳を見つ

めて～臨床宗教の立

場から～ 

人間にとって永遠の課題である「生」と「死」につい

て、宗教界全体を俯瞰しつつ、臨床宗教の立場から学

びます。 

人材育成の今日的課

題とその方向性 

人材とは何か？また何をもって人材と呼ぶのか？人材

育成の大切さを、リーダーシップ論と合わせて学びま

す。 
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〈インターネットを介しての個別課題〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な講義担当者】 

名誉塾長 庭野光祥 立正佼成会次代会長 

特別講師 川端健之 立正佼成会理事長 

齋藤忠夫 東北大学大学院教授、農学博士 

千葉博男 竹駒神社宮司 

村井嘉浩 宮城県知事 

塾 長  近藤雅則 立正佼成会理事、仙台教会長 

講 師  青木淳子 NPO 法人仙台夜まわりグループ事務局次長 

     新井 純   NPO 法人仙台支え愛サポートセンター理事 

伊藤雅由 立正佼成会元支教区長 

川本貢市 中央学術研究所所長、伝道学博士 

国富敬二 WCRP 日本委員会事務局長 

小宮位之 NPO 法人八王子つばめ塾理事長 

武田 曉  角田市議会議員、ＪＩＣＥ元職員 

谷山洋三 東北大学大学院准教授 

庭野統弘 立正佼成会参務・庭野平和財団理事長 

平塚真弘 東北大学大学院准教授、薬学博士 

藤田昌信 出羽三山神社権禰宜 

水谷庄宏 立正佼成会国際伝道本部 

山田匡男 新日本宗教団体連合会 総局長 

〈スタッフ〉 

アドバイザー 野崎泰弘 立正佼成会教務部主席 

事務局    立正佼成会仙台教会（海老澤宏至、野崎安代） 

【申し込み・問い合わせ先】  

立正佼成会仙台教会「市民社会のためのリーダー養成塾」事務局 

   〒980-0002 宮城県仙台市青葉区福沢町 8-18 立正佼成会仙台教会内 

            担 当：海老澤宏至  Tel:070-5458-6762 

Homepage: http://co-creation-net.org/ 
Email:  evetakarura@outlook.jp 
Fax  :  022-213-6077 

＊講師と塾生とによるグループワーク、質疑応答、個別指導等の中から、
塾生一人ひとりにふさわしい個別課題が講師より与えられます。 
 その個別課題に対して、塾生自身の学習、思索、実践、活動等を通し
て書面で回答し、またその回答に対して講師からのコメント、指針等を頂
き成長につなげていきます。 

（上記の講師からの課題、塾生による回答、さらなる講師のコメント等のやり
とりは、インターネットのメールを通じて事務局経由にて行われます） 

※ネット環境が整っていない方は、相談ください。 


